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した 4環性ヒドロカルバゾール誘導体の新規合成法の開発と、当該反応の MIA 類の合成へ
の応用について検討を行った。 








 第 3章では、第 2章で開発した超原子価ヨウ素試薬を用いたジアリールアミン誘導体の酸
化的脱芳香族的環化反応及び位置選択的な分子内 aza-Michael反応を基盤とし、Aspidosperma
型アルカロイドの一種である 10-methoxyaspdosprmidine の合成について検討を行った。その
結果、第 2 章で開発した手法を適用することで得られる 4 環性エノンに対し、アルドール
縮合による α,β-不飽和エステル部位の導入と、ラジカル 6-exo-trig 環化を行うことで、
10-methoxyaspdosprmidine の全ての炭素骨格を有するケトエステルが収率 90%で得られるこ
とを見出した。 
第 4章では、本論文を総括し、その意義を示した。 
